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中国海南島少数民族におけるGSTμ遺伝子欠損率および癌発生率の
調査研究
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1. 目的

グルタチオンS-トランスフエラーゼ(GST Mu)は肝を初め、広く生体に存在し、生体解毒
機構に関与する多機能酵素である。 GSTは等電点、蛋白の一次構造、免疫及び基質特異性
によってGSTAlpha、GSTMu" GST Pi、GST百letaに分類されるo この中で、 GSTMuと
GST 百le胞は癌原物質の解毒抱合に対して重要な役割を担っている。今までの研究〈切に
よるとGSTMu遺伝子の欠損、非欠損には人種差が見られ、その欠損率は40-60%の範囲
である。本研究は中国海南島に居住する四つの民族の健常者についてGSTMu遺伝子を測
定し、民族分布の特異性について検討した。

2. 対象及び方法

2.1 研究対象:被験者は中国海南島省通什市、三亜市、陵水県、京中県に居住する四つ
の民族338人で、各民族問で混血は認められなかった。各民族の年齢構成及び性は表1に示
す如くであった。即ち、年齢構成は13ー83才、平均38.83+ 13.43才;その内、男性194人
の平均年齢は35.43+13.40才、女性144人の平均年齢は31.69+13.18才であった。また、職
種、職歴、既往歴及び生活、飲酒、喫煙等の習慣を調査し、採血してGSTMu測定試料と
した。
2.2 DNA抽出:DNA Ex位actorWB Kitを使ってDNAを抽出し、 2.5μ1上清をPCRの測定に
用いた。
2.3 PCR条件:25μl反応系でPCRを行う。反応液は200μ1/1dN旬、 1μmol/lプライマ一、
2.5μ1 DNA、2uTaqであった。増幅条件は940Cで1分間変性、 580Cで1.5分間複性、 720Cで1
分間延長、 30サイクル反応させた。
2.4 電気泳動:電流8伽1A、電圧110v、TAEbuffer(pH 8.12)で電気泳動し、 300nmの紫外線
透射器で観察し現像した。 2%アガロース上で;250bpにGSTMu遺伝子増幅産物がない検体
は欠損と判定した。

表1 研究対象の年齢構成及び性

漢民族 回族 リ族 苗族 合計

年齢 45.45+11.42 34.70+13.08 32.35 + 14.78 32.37 + 10.33 33.83 + 13.43 
男性〈人〉 15 59 75 45 194 
女性〈人〉 5 41 59 39 144 

総計〈人〉 20 100 134 84 338 

3. 結果

四つの民族聞におけるGSTMu遺伝子欠損率を表2~こ示した。男性では、苗族、リ族、回族
がほぼ50%で漢族が最も低く 33.33%であった。一方、女性の欠損率はリ族、回族、漢族
が60-63.42%の範囲であるのに対し、苗族は51.3%で10%程度他の民族より欠損率が低



%であるのに対し、苗族50.00%、漢族40.00%であった。 GST Muの欠損率を民族間で‘比
較し、表3に示した。男性、女性およびその合計それぞれにおける民族聞の欠損率はいず
れも有意の差は見られなかった。しかし、全民族を合計して男女間で比較した場合は有意
な性差 (P=0.040)が認められた(表2)。

表2 海南島少数民族のGSTMu欠損率

GSTMu 

民族 male female male:female total 

+ % + % P value + % 

苗族 23 22 48.89 19 20 51.28 0.827 42 42 50.00 

リ族 37 38 50.67 22 37 62.71 0.163 59 75 55.97 

回族 30 29 49.15 15 26 63.42 0.159 45 55 55.00 

漢族 10 5 33.33 2 3 60.00 0.292 12 8 40.00 

合計 100 94 48.45 58 86 59.75 0.040 158 180 53.25 

表3 海南島少数民族のGSTMuの有意差検定

比較組 male female total 

X2test P value X2 test P value X2test P value 

苗族とリ族 0.0356 0.750 1.2606 0.250 0.7401 0.250 

首族と回族 0.0007 0.900 1.2039 0.250 0.4579 0.500 

首族と漢族 1.0999 .0.250 0.1350 0.750 0.0039 0.900 

リ族と回族 0.0303 0.950 0.7129 0.500 0.0218 0.750 

リ族と漢族 1.9120 0.250 0.0788 0.750 1.7862 0.100 

回族と漢族 1.2051 0.500 0.1165 0.250 0.5475 0.250 

4. 考察

本研究では、 PCR分析法で中国海南島の四民族338人を対象としてGSTMu遺伝子分布を調
べた。その結果、リ族のGSTMu遺伝子欠損率が一番高く (55.97%)、次は回族(55.00%)、
苗族 (50.00%)で一番低いのが漢民族 (40.00%)であった。四つの民族338人のGSTMu

欠損率は53.25%で、その内、男性は48.45%、女性が59.75%で性差が認められたo

Laisneyの報告∞によるとフランス人のGSTMu遺伝子欠損率は40.8%で、 Haradaら(3)は日
本人のGSTMu欠損率は48.0%、英国人の欠損率は40.8%としている例。今回の調査結果で
海南島少数民族のGST Mu遺伝子欠損率はアフリカ系アメリカ人 (33.0)、ヨーロッノ守人
( 40.8)よりも高く、日本人に近いことが明らかになった。海南島漢民族のGST Mu遺伝

之



子欠損率は40.00%で、孫らの中国漢民族のGSTMu欠損率51.9%に比べて低いロこの主な
原因は、人種の生体遺伝子の背景が異なると言うよりも、むしろ今回調査した例数が少な
いことによるものと考えられる。
GST Mu'まは発癌物質の代謝に重要な役割があるo 一般に癌原性物質は生体内のチトクロ
ームP450によって代謝活性化を受け、核染色体DNAを攻撃し、細胞の変異と組織の癌化
を促進する。 GSTMu遺伝子欠損は宿主因子として発癌の可能性を知るうえで重要である。
従ってGSTMuの民族、地域分布の調査研究は各民族、地域発癌率及び腫蕩感受性との関
係を解明する上に重要な意味がある。今後、 GSTMu遺伝子欠損と少数民族地域の腫蕩と
の関係について研究してし1く予定である。

5. まとめ

中国海南島四つの民族の健常者338人のGSTMu遺伝子をPCR分析法で測定し、民族聞の分
布を比較した。その結果、 GST Mu遺伝子欠損率は53.25%であった。この内、男性48.45
%、女性59.72%で、男女聞に差が認められた。各少数民族のGSTMu遺伝子欠損率はリ族
55.97%、回族55.00%、苗族50.00%、漢民族40.00%であり、民族聞には有意差は認めら
れなかった。
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1996年度日中医学学術交流助成金収支決算
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